
第７回「地域フォーラム」概要 

開催テーマ 「地域のビジョンづくり」 

日時 令和元年 10月 14日（月・祝）13時 30分～15時 30分 

会場 御所市アザレアホール 
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資料説明 荒井奈良県知事 

まず、奈良県の立ち位置として、全国トップの県外就業率であり、急激な人口減少・高

齢化といったベッドタウン特有の現象に襲われております。このようなベッドタウンの

諸課題として、増加する高齢者の医療・介護の充実やこどもが将来働く場所の確保、まち

のリニューアル等が発生しているという認識からスタートしたいと思います。 

県でも、働き場所の確保のため、企業誘致に取り組んできましたが、過去１２年間で３

３３件あり、最近では全国１１位、近畿２位となっており、この勢いを止めないことが重

要です。また、色々な産業の集積があっても県内の総生産は３８位で、経済力としては高

くはないため、新しい産業集積として、モジュール・航空機部品や医療や観光、得意分野

である生活産業も対象にすべきだと思っております。さらに、大企業の工場誘致だけでは

なく、小さな企業でも自己ブランドの商品をつくっていだたくことを目指し、県産品の海

外販路、国内販路へのセールスのサポートを行っています。 

また、令和元年１０月１２日から１４日かけて日本を襲った台風第１９号のような災

害が大和平野を襲うと大きな被害となることは確実であり、改めて備えを行わなければ

いけないと思っています。大規模広域防災拠点や大和川直轄遊水地の整備、内水対策、土

砂災害の特別警戒区域の指定を行うなど、できる限り強靱化を図りたいと考えています。 

 このような中で県の発展モデルをどのように考えるかという、「都」づくり戦略の１つ

１つのテーマについて議論を始めています。議論を踏まえ今後新しいバージョンをご披

露したいと思っております。 

 

 

資料説明 堀内大和高田市長 

大和高田市では、①場所、②人、③活動の三つのキーワードで取組を進めています。 

①では、新庁舎の建設と小さな拠点の整備をテーマとし、地域の交流場所としての活用

を考えています。 

②では、様々な団体との協働と人材の掘り起こしをテーマとし、新しい形の活動団体

「まち部。」を設立し、将来的に様々な市民団体への応援を目標に活動しています。 

③では、音楽に関する活動やｅスポーツ等の新たな取組により、未来ある子どもたちの

将来の活動につなげることを目指します。 

様々な人が協働した活動を目指すことが、本市だからこそできるビジョンだと考えて

います。 
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資料説明 東川御所市長 

御所市の発展のための取組として、まず、近鉄・ＪＲ御所駅前周辺の整備があり、将来

的には近鉄御所駅の駅舎を移設することで、ＪＲ御所駅と直線で結び、さらに利便性は向

上すると考えています。 

次に、御所まちの重要伝統的建造物群保存地区選定に向けた取組ですが、今後は、住民

の合意形成を図り、町並み保存条例を制定し、文化庁へ申請を行いたいと考えています。 

また、農業は、販路開拓や御所野菜としてブランド化する認証制度等の高付加価値化に

向けた活動を行っています。 

 今後も財源をしっかり確保しつつ、たくさんの大きな事業を着実に進めてまいりたい

と思います。 

 

 

資料説明 阿古 城市長 

城市では、①子育て環境の充実、②産業の充実、③災害に強いまちづくりという３つ

のテーマにより取組を進めています。 

①では、学校等への空調設備設置やこども・若者サポートセンターの相談環境の充実、

医療費助成制度の対象年齢を１８歳まで拡大しました。②では、観光を産業の核として、

相撲館けはや座や當麻寺などの観光資源の活用やＷｉ－Ｆｉ整備等のインバウンド対応

にも取り組んでいます。③では、治水事業等やデジタル防災行政無線個別受信機の全世帯

への無償貸与を実施しています。 

これらのテーマに基づき、これからも市民協働で取り組みたいと思っています。 

 

 

資料説明 山村広陵町長 

広陵町では、①豊かな町、②安全な町、③元気な町を重点項目として、まちづくりを推

進しています。 

①では、まちを丸ごと商品化できるような販売力を持つ組織として、（仮称）広陵町産

業総合振興機構の設立を目指しています。 

②では、地域防災活動推進条例の施行や防災士の養成などの防災体制の充実、 

③では、地域福祉計画の推進など福祉の充実に努めています。 

また、令和元年７月にＳＤＧｓの達成に向け優れた取組を行う都市として、全国３１都

市の「ＳＤＧｓ未来都市」に選定していただきました。 

今後も、地域経済循環率を高める取組を進めていきたいと思っています。 

 

 


